
ＪＡ秋田ふるさとは、新たな期待を創造します。
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【特 集】
第18回通常総代会
農地中間管理事業の活用法



ＪＡの事業運営への発言力を持ち、地域活性の
一翼を担いませんか？
ＪＡの事業運営への発言力を持ち、地域活性の
一翼を担いませんか？

正組合員の要件
①３ａ以上の農地がある人、②１年間のうち60日以上を農作業して
いる人、③ 農業法人（従業員の数が300人を超え、かつ、その資本の額又は出資の
総額が３億円を超える法人を除く）、それぞれにおいて住所または経営に係る土地または

施設がＪＡ秋田ふるさと管内にあるもの

准組合員の要件
①ＪＡ秋田ふるさと管内に住所が
ある人で、ＪＡの事業を利用することが適
当と認められるもの…など

出資金１口5000円で大多数
の人が准組合員になれる

▲６月21日に開催した「ＪＡ女性参画推進セミ
ナー」で鷹田直専務が組合員の募集を呼び掛けた。
「自分が組合員であるという意識からＪＡの事業運
営に対する発言が出てくる。皆さんの意見を聞き、
より良いＪＡにすることで加入メリットを生み出せ
る」と話した

組合への加入申し込みは、各支店にて受け付けております。
お気軽にお申し込みください！
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表紙紹介

July
7
2016

「表紙」の女の子
菅原　千

ち

晴
は る

ちゃん（平鹿・1歳《8月20日生まれ》）
　両親（父：庸祐さん　母：好美さん）と６月に生まれた
ばかりの弟（大

た い

智
ち

くん）、祖父母の６人家族。最近は保育
園で正座を覚え、弟のおむつをお母さんに持って行くなど
お姉ちゃんとしてしっかりしてきた千晴ちゃん。庭を散歩
したり、かけっこをしたり元気に遊んでいます。トマトが
大好きで「おいしい？」という問いかけにうなずいてご満
悦の様子。１個まるまる食べてくれました。両親は、「千
晴ちゃん自身にも周りのみんなにも良いことがたくさん起
きるように」という願いを込めて千晴ちゃんの名前をつけ
ました。いつも笑顔ニコニコ優しい子に育ってね。

「旬」な野菜
トマト
　トマトは、「トマトが赤くなると医者が青くなる」とい
うことわざがあるほど、身体に良い野菜として知られてい
ます。トマトの赤い色は「リコピン」という色素。この成
分には強力な抗酸化作用があり、老化を防ぐ効果や肌を美
しく保つ美容効果、さらにはガン予防効果など、多くの働
きが注目されています。当ＪＡ管内で生産されているの
は、「りんか409」や「桃太郎」などの大玉品種をはじ
め、調理用トマトなどさまざまです。トマト部会は、部会
員数63人。ハウス・露地合わせて約7.4haで栽培してお
り、６月から10月まで出荷しています。



　
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
は
６
月
29
日
、

第
18
回
通
常
総
代
会
を
秋
田
ふ
る
さ
と

村
ド
ー
ム
劇
場
で
開
き
、
各
地
区
か
ら

選
任
さ
れ
た
総
代
６
１
３
名
の
う
ち
、

５
３
９
名
（
本
人
出
席
４
５
１
名
、
委

任
状
出
席
４
名
、
書
面
出
席
84
名
）
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
事
務
局
一
任

に
よ
り
、
議
長
に
塩
田
勉
氏
（
雄
物
川

地
区
）
が
選
任
さ
れ
議
事
を
進
行
。
慎

重
審
議
し
た
結
果
、
上
程
さ
れ
た
２
議

案
と
附
帯
決
議
、
特
別
決
議
が
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
で
は
、
第
18
年
度
事
業

報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
審
議

を
行
い
、
事
業
部
署
ご
と
に
決
算
概
況

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
続
く
第
２
号

議
案
で
は
、
農
協
法
の
改
正
に
対
応
す

べ
く
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
状
況
に
つ
い
て
、
資
産
自
己
査

定
基
準
の
厳
格
対
応
に
伴
う
貸
倒
引
当

金
の
繰
入
増
加
が
あ
っ
た
も
の
の
事
業

総
利
益
は
36
億
５
５
０
０
万
円
、
当
期

剰
余
金
は
４
４
０
０
万
円
の
計
上
し
た

こ
と
を
報
告
。
当
期
剰
余
金
が
実
績
見

込
み
計
上
し
て
い
た
２
８
０
０
万
円
を

大
き
く
上
回
っ
た
要
因
を
管
理
費
の
圧

縮
や
長
期
高
品
質
生
産
と
な
っ
た
園
芸

果
樹
の
販
売
額
が
過
去
最
高
を
記
録
し

た
こ
と
、
予
約
購
買
品
の
配
送
が
堅
調

に
進
み
購
買
供
給
高
が
増
加
し
た
結
果

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
ふ
ま
え
て
小
田
嶋
組
合
長
は

「
当
期
剰
余
金
の
大
幅
な
上
積
み
は
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
業
績
向
上
に
取

り
組
ん
だ
結
果
で
は
あ
る
が
、
組
合
員

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
が
あ
り
、

達
成
で
き
た
」と
深
く
感
謝
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
特
別
決
議
と
し
て
「
持
続

可
能
な
農
業
・
農
村
の
実
現
に
向
け
た

特
別
決
議
」
を
満
場
の
拍
手
で
採
択
し

ま
し
た
（
次
頁
に
全
文
を
掲
載
）。

　

な
お
、「
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
農
業

賞
」
に
は
、
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
始
め
40

年
余
り
、
地
域
の
牽け

ん
い
ん引
役
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら
研け

ん
さ
ん鑽

し
て
こ
ら
れ
た
菅
原
清
市
さ
ん
と
京
子

さ
ん
ご
夫
妻
（
十
文
字
地
区
）
が
受
賞

し
ま
し
た
。
ご
夫
婦
は
、
そ
の
高
い
技

術
か
ら
部
会
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
役

割
を
果
た
し
、
若
手
育
成
に
も
貢
献
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
総
代
会
に
先
立
ち
開

い
た
授
賞
式
に
は
、
ご
主
人
の
清
市
さ

ん
が
出
席
。
小
田
嶋
組
合
長
か
ら
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第18回通常総代会
全議案原案通り可決

「協同組合」理念に基づく事業運営へ
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持続可能な農業・農村の実現に向けた特別決議

　ＪＡグループは、「食と農を基軸として地域に根ざした協同組合」として、多面的機能を有する
農業の持続的発展、安全・安心な食料の安定供給、農村社会の維持・発展など、幅広い分野におけ
る取り組みをすすめてきた。
　一方、農業者の高齢化・世代交代による農業生産基盤の脆弱化がすすんでいることに加え、ＴＰ
Ｐによる我が国農業への影響に対して、生産現場には不安と懸念がある。したがって、政府には、
国会審議等において、説明責任を果たすことが求められている。
　加えて政府は、日ＥＵや東アジア地域包括的経済連携などの貿易交渉もすすめている。国際化が
進展するなかでも、我が国は、食料・農業・農村基本計画における食料自給率 45％の政策目標を
達成していかなければならない。
　こうした厳しい環境のなか、消費者・国民の理解と支援のもとに持続可能な農業・農村を実現す
るため、組織の総力を挙げて下記の取り組みを展開していく。

記
１．農業者の所得増大等を図るため、ＪＡの総合力を発揮し第29回秋田県ＪＡ大会決議を着実かつ
スピード感をもって実践し、組合員・消費者など地域からより信頼される組織となる。

２．食料自給率目標の達成のため、ＴＰＰ対策を含め生産現場の不安を払しょくし、将来を展望で
きる息の長い政策の確立を政府・与党に対して不断に求めていく。

３．本県の「食」「農」「ＪＡ」の重要性をアピールし、県民理解を醸成する運動を展開していく。

第18回通常総代会
全議案原案通り可決

「協同組合」理念に基づく事業運営へ
▲農業賞を受賞した十文字地区の菅原清市さん（左） ▲議長を務めた塩田勉氏（雄物川地区）

▲総代より活発な質問があった ▲小田嶋組合長
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提携
・
協力

市町村 J A

農業委員会 土地改良区

県
地域振興局

機構は県知事から指定を受けた公的な機関です。
責任を持ってあなたの農地を守ります。

「
」

「
」

「
」

高齢で農作業が
できない

農業後継者が
いない

田んぼだけ誰か
に任せたい

「
」

新規に農業に
取り組みたい！

「
」

「
」

経営規模を
拡大したい！

まとまった農地を
借りたい

農地中間管理機構
（秋田県農業公社）

出し手
（農地所有者）

受け手
（担い手）借受け 貸付け

（転貸）

農地中間管理機構を
利用するメリット

１

2

3

4

賃料の振込も安心！

賃料（地代）は、機構から確実に振り込まれます。

１０年の貸付期間終了後、農地は必ず返ってきます。

希望に応じて、継続して貸付けることもできます。

農地は返却されます！

税金のことも安心！

機構へ貸付けても、贈与税・相続税の納税猶予はそのままです。

農業者年金制度の経営移譲、経営継承にも該当します。

要件を満たせば機構集積協力金
が交付されます！

農地中間管理事業の活用法
農地の「貸したい」「借りたい」をサポート

　農地中間管理機構は、「公的な信頼できる農地の中間的受け皿」です。
横手市、美郷町では、農業再生協議会が農地中間管理機構より業務委託
を受け、当ＪＡが主体となって窓口業務を担っております。

6JA通信 2016. 7



賃料は変更できる？また、貸付けした農
地を契約途中で返してもらえる？
出し手・受け手・機構の３者が合意の上で賃料変更や
解約は可能です。ただし、協力金が交付されている場
合、解約時に返還の対象となることがあります。

Q.

A.
A.
機構が借り受ける農地の基準はありますか？Q.
農業振興地域内の農用地等に限ります。また、次のよう
な場合は借りることができません。
①農用地等として利用することが著しく困難な農用地等
　（再生不能な遊休農地）
②貸し付けられる可能性が著しく低い場合

▶農地を借りたい方は、機構が行う「借受希望者
の公募」に応募します。※必須

▶  「借受希望申込書」は、市町村等窓口に設置し
ています。また、機構ホームページにも掲載し
ています。

▶借受希望された方の氏名、借受希望内容を、機
構ホームページで公表します。（農地を借りる
ためには公表が条件となります。）

▶市町村、農業委員会、ＪＡ等と協力して、ご希望
に沿った農地を紹介し、貸借契約の協議を行い
ます。

▶協議が整ったら、農地の貸借契約手続き※を行い
ます。

）告公、可認の県の」画計分配用利地用農「※（ 　

▶ 賃料は毎年１１月に指定口座から引き落とし
）件／円千５ 料数手、り限度年初（。すま

よくある質問

お申し込みの手順

▶農地を貸したい方は、市町村、農業委員会、ＪＡ
等へご相談ください。

▶ 「貸付申請書」は、市町村等窓口に設置してい
ます。また、機構ホームページにも掲載してい

ます。

▶申請書に記載された農地の状況（地番、面積、権
利関係等）を確認し、機構が借りることができ

る農用地等か否かの判断を行い、貸付希望者リ

ストを作成します。

▶機構が借り受ける際の具体的な条件（貸付期間
や賃料等）について協議を行います。

▶協議が整ったら、農地の貸借契約手続き※を行
います。（※「農用地利用集積計画」の市町村の

公告）

▶ 賃料は毎年１２月に指定口座に振り込みます。
（初年度限り、手数料 ５千円／件）

貸付申請書の提出

申請内容の確認

農地のマッチング

貸借契約の締結

借受希望申込書の提出

借受希望者の公表

農地のマッチング

貸借契約の締結

農地を貸したい方 農地を借りたい方

※　貸付申請する場合、農地確認のため「水稲生産実施計画書兼水稲共済細目書
異動申告票」と「農地基本台帳」（各地域局の農業委員会から）をご持参願
います。

※　農地中間管理事業につきましては、よこてシャイニーパレス３階担い手支援
室・各営農センター、横手市農業振興課・各地域局地域課産業建設係、美郷
町農政課にご相談ください。
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Ｊｕly 2016

▲各部会長から生産振興の意見や要望が寄せられた

園芸振興連絡協議会
園芸重点部会長が集結
今年度の方針を協議
　園芸振興連絡協議会は６月７日、園芸重点
９部会の部会長や小田嶋契組合長、市の担当
者など35人が参加する会合を開きました。
農家所得の安定確保のため、市場集約による
ロットの拡大を図り、安定販売に向けた分荷
計画の策定や、「オール秋田ふるさと」産を
前面に青果物販売強化に取り組み、他産地と
の差別化を図ることなどを確認しました。
　同協議会の佐藤孝弘会長（きゅうり部会
長）は「管内の園芸作物生産者の情報交換と
栽培技術向上、市場における安定した地位の

確保で、生産振興と販売促進活動を通して、
所得の向上を図ろう」と呼び掛けました。
　横手市からは、市実験農場での菊などの重
点作物を主体とした育苗生産体制の構築や地
域価値創造拠点整備構想について概要説明が
ありました。佐藤誠悦農林部長は「本協議会
は横手市の農業を左右する重要な機関と感じ
る。市も生産振興と担い手確保、所得向上な
どを念頭に置き、ＪＡの協力を得ながら、同
じ方向を目指す」と話しました。
　小田嶋組合長は「生産振興は生産基盤を作
ることが重要。管内では園芸産地全体として
の環境整備や生産者育成を図る必要がある」
と強調しました。

▲小田嶋組合長が本協議会を園芸振興の起点と称した

▲園芸果樹課の宮川敏課長が方針を説明

▲佐藤孝弘会長があいさつ

8JA通信 2016. 7



Ｊｕly 2016キュウリ販売対策会議
高品質安定出荷で
1000㌧目指す
　きゅうり部会は６月16日、横手プラザホ
テルで県や市場の担当者、生産者など70人
が出席して、販売対策会議を開きました。管
内の作付状況や生産計画、販売対策について
報告、協議しました。今年度は、①高品質
安定生産、②検査制度導入による品質の均
一化、③一元集荷体制による有利販売など
で、出荷量1000㌧（前年度比109％）、販売
額２億8000万円（同105％）を目指すこと
を確認。市場ニーズに応える出荷体制を確
立し、予約相対販売や市況に応じた分荷を行
い、長期安定出荷を計画しました。佐藤孝弘部
会長は「今年も気象条件により栽培管理が非
常に厳しくなる。きめ細かい管理で高品質な
キュウリの長期安定生産を実現しよう」と呼
び掛けました。

▲会議後、目ぞろえ会も実施。市場担当者との意見
を合わせた

▲部会員は品質や選果基準を確認した

▲軟化玉や傷果などＣ品の限界基準のサンプルも
並べられた

▲部会員に今年度の部会目標の達成を呼び掛ける
佐藤孝弘部会長

トマト目ぞろえ会
品質平年並みに良好
選果基準を確認
　トマト部会は６月20日、金沢選果場で部
会員やＪＡ担当者など30人が参加して目ぞ
ろえ会を開きました。部会員は、品質や選果
基準を確認しました。６月中旬に出荷が始ま
り、果実の硬さや色周りは平年並みに良好。
同部会は近年の猛暑による高温対策として
部会員63人のうち９割近くが大玉品種「り
んか409」を導入し、作付面積も拡大してい
ます。出荷量全体の約８割を同品種が占め
る見込みです。出荷は７月20日頃から盆に
かけてピークを迎える見通しで、今年は10
月下旬までに県内や関東市場を中心に出荷
します。予約相対取引を強化し、出荷量600
㌧（前年度比109％）、販売額１億8000万
円（同115％）を目指します。伝野猛部会長
は「一つでも多くトマトを出荷できるよう頑
張っていこう」と部会員に呼び掛けました。
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菌床シイタケ培養管理講習会
秋冬菌の培養管理を学び
販売額20億を目指す
　きのこ総合部会菌床椎茸部会は６月15
日、菌床シイタケの秋冬菌の培養管理講習
会を管内２カ所で開き、部会員や担当者など
40人が参加しました。㈱北研東北営業所か
ら講師を招き、寒暖の差が大きい梅雨の管理
やその後の高温対策について学びました。気
象庁の３ヵ月予報によりラニーニャ現象など
の影響で気温が高く、厳しい暑さになる日が
平年よりも多くなると警告。「高温障害を受
けた菌床は回復が難しく、秋季の発生量に影
響を与えるため、夏場の適切な管理が必要に
なる」と説明しました。柴田徹きのこ総合部
会長は「夏場に菌床を25℃以下に抑える管
理をして菌床にストレスを与えず、秋からの
高品質なシイタケ発生に向け努力する」と話
しました。

▲部会員124人で、今年度販売額20億円を目指して
いる

▲部会員は現況と栽培管理について確認した

▲圃場に入り積極的に意見を交わし合った

▲講師を務めた㈱北研東北営業所の岩崎拓也氏
（右）が秋冬菌の今後の培養管理を指導した

枝豆栽培講習会
早期出荷に向け
栽培管理の徹底を確認
　枝豆部会は６月21日、雄物川地区と大雄
地区の部会員の２カ所の圃

ほ

場で栽培講習会を
開き、部会員やＪＡ担当者など35人が参加
しました。講習会では「味風香」や「おつな
姫」などの今後の栽培管理について学びまし
た。雪印種苗㈱東京統括支店東北支店の山野
井透販売係長は「収量を確保するために開花
の管理が重要。防除と合わせて花の位置にも
湿度を与えてほしい」と要請しました。今年
は高温傾向で、雪融けと雑草の生長が早く、
虫が発生しやすくなっていることから、部会
員は防除や追肥などの管理を徹底することや
穫り遅れのないように早期収穫、早期出荷を
目指すことを確認し合いました。なお、同部
会は７月に視察研修会と出荷目ぞろえ会を予
定しています。
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女性部大森支部
大森小学校3年生へ食育
「みそ作り体験」
　女性部大森支部は６月20日、毎年恒例の
「みそ作り体験」を横手市立大森小学校３
年生の児童34人を対象に行いました。大森
営農センター資材店舗前にある大森農産物食
品加工体験施設で、部員３人が講師を務めま
した。児童は、エプロンや頭巾、手袋、マス
クを装備して、ゆでた大豆に塩と米

こ め

麹
こうじ

を混ぜ
合わせる作業や専用の機械で混ぜ合わせた大
豆をミンチ状にしていく作業、ミンチ状に
なったものを樽の中に敷き詰め、上から空気
を抜くように手で体重をかける作業を順番に
体験しました。児童の１人は「ゆでた大豆は
おいしかった。大豆のミンチが麺みたいでお
もしろかった」など話し、秋のみその仕上が
りに期待している様子でした。

▲みそ樽に２つ計25㌔
仕込んだ

▲年金受給について社会保険労務士から説明を受
ける来店者

▲ＪＡの年金受取手続きについても詳しく説明が
された

▲ゆで上がった大豆を試食させ、感想を聞く部
員。大豆はゆでると約３倍にふくらむと説明した

ＪＡ年金無料相談会
社労士が年金受給の
悩みを解決
　ＪＡは６月１日から23日までに横手、金
沢、大雄、雄物川、山内、大森の６支店にお
いて、社会保険労務士を招き、「ＪＡ年金無
料相談会」を開きました。期間中計77人が
相談に訪れ、年金の受給の手続きや受給額な
どについて質問し、疑問を解消していまし
た。来場者の一人は「年金の話を聞く機会が
ないので、相談会があって良かった」と話し
ました。当ＪＡでは今後８月17日から８月
19日にかけて平鹿支店、十文字支店、増田
支店の３支店において同相談会を実施する予
定です。なお、各支店・出張所では年金に関
するご相談を随時受け付けておりますので、
ぜひご来店ください。

▲ミンチ状に出てくる
みそを上手に詰めた
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◆
ト
マ
ト
の
葉
か
び
病

【
症
状
】 

葉
の
表
面
に
不
鮮
明
な

淡
黄
色
の
斑
点
が
生
じ
ま
す
。
葉

の
裏
に
は
、
灰
黄
色
な
い
し
褐
色

の
ま
だ
ら
模
様
が
で
き
、
か
び
が

発
生
し
ま
す
。

【
原
因
】 
多
湿
条
件
で
発
生
し
、

樹
勢
低
下
で
発
生
が
助
長
さ
れ
ま

す
。

【
対
策
】 

施
設
栽
培
で
発
生
し
や

す
い
の
で
、
換
気
を
十
分
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
薬
剤
】 

▼
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０

（
予
防
）１
０
０
０
倍

▼
ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

（
予
防
＋
治
療
）２
０
０
０
倍
な
ど

◆
ト
マ
ト
の
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏

【
症
状
】 

果
実
の
表
面
や
内
部
が

黒
ず
み
ま
す
。（
尻
腐
れ
）

【
原
因
】 

多
肥
、
高
温
乾
燥
時
に

【園芸指導
】

夏野菜の代表的な病気
及び生理障害について
【指導員】　園芸果樹課　高橋　達也

　
ま
も
な
く
、
野
菜
の
収
穫
最
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
病

気
や
生
理
障
害
に
対
応
し
、
高
品
質
で
長
期
収
穫
で
き
る
よ
う
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

カ
ル
シ
ウ
ム
の
転
流
が
悪
く
な
る

と
発
生
し
ま
す
。

【
対
策
】 

灌か
ん
す
い水

な
ど
に
よ
り
乾
燥

を
抑
え
、
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の
葉
面

散
布
を
し
ま
す
。

【
薬
剤
】 

▼
バ
イ
カ
ル
テ
ィ

１
０
０
０
倍
を
葉
面
散
布
な
ど

◆
キ
ュ
ウ
リ
の
べ
と
病

【
症
状
】 
葉
に
淡
黄
色
の
小
さ
な

斑
点
が
生
じ
ま
す
。
そ
れ
が
次
第

に
拡
大
し
淡
褐
色
と
な
り
、
葉
脈

に
囲
ま
れ
た
多
角
形
の
病
斑
と
な

り
ま
す
。
葉
裏
に
は
カ
ビ
が
生
え

ま
す
。

【
原
因
】 

多
湿
条
件
で
発
生
。
ま

た
、
樹
勢
低
下
時
も
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

【
対
策
】 

密
植
を
避
け
、
通
風
及

び
採
光
を
よ
く
し
ま
す
。
敷
き
藁わ

ら

や
マ
ル
チ
に
よ
り
土
壌
か
ら
の
感

染
を
防
ぎ
ま
す
。

【
薬
剤
】 

▼
ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０

（
予
防
）１
０
０
０
倍

▼
ア
ミ
ス
タ
ー
２
０
フ
ロ
ア
ブ
ル

（
予
防
+
治
療
）１
５
０
０
倍
～

２
０
０
０
倍
な
ど

◆
ナ
ス
の
半は

ん
し
ん
い
ち
ょ
う
び
ょ
う

身
萎
凋
病

【
症
状
】 

葉
や
株
の
片
側
の
下
位

葉
で
葉
脈
間
に
不
鮮
明
な
淡
黄
色

斑
が
生
じ
、
し
お
れ
て
葉
の
ふ
ち

が
巻
き
上
が
り
ま
す
。
や
が
て
は

葉
の
全
体
に
及
び
、
次
第
に
上
位

葉
に
も
広
が
り
、
典
型
的
な
場
合

に
は
株
の
片
側
の
葉
が
こ
と
ご
と

く
し
お
れ
て
垂
れ
下
が
り
ま
す
。

【
原
因
】 

土
壌
伝
染
病
。
発
病
し

た
残ざ

ん

さ
の
中
で
越
冬
し
、
土
壌
中

に
数
年
か
ら
十
数
年
生
存
し
ま

す
。

【
対
策
】 

ナ
ス
科
作
物
の
連
作
を

避
け
ま
す
。
抵
抗
性
台
木
を
使
用

し
た
苗
の
定
植
や
土
壌
消
毒
を
実

施
。
残
さ
な
ど
は
畑
の
外
で
処
分

し
ま
す
。

【
薬
剤
】 

▼
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤

（
予
防
+
治
療
）５
０
０
倍
～

１
０
０
０
倍
を
土
壌
灌
注

▼
ク
ロ
ー
ル
ピ
ク
リ
ン（
土
壌
消
毒
）

な
ど

◆　

◇　

◆

　

薬
剤
に
つ
い
て
は
一
例
で
す
。

そ
の
他
登
録
農
薬
も
多
数
揃
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
各
営
農
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
農
薬
は
随
時
登
録
内
容
の

「
変
更
・
失
効
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
農
薬
の
ラ
ベ
ル
を
よ
く

確
認
し
、
用
法
及
び
用
量
を
遵じ

ゅ
ん

守し
ゅ

し
て
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

葉かび病のトマトの葉

尻腐れを起こしたトマト

べと病が進行したキュウリの葉

半身萎凋病にかかったナス
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113時間目

②

④

①

③

雄物川のスイカを使ったソフトクリームを販売
そのおいしさを多くの人に伝えよう！

①雄物川特産のスイカを使用した「すいかソフトクリー
ム」　②すいかジャムを加える作業。甘さの加減を考えて
試行錯誤を重ねました。　③④6月25日に行われた「雄高
祭」でソフトを販売。次のイベントでも多くの皆さんに食
べてもらいたいです。

　私たち雄物川高校家庭クラブは、すいかソ
フトプロジェクト実行委員として昨年８月から
「すいかソフトクリーム」の開発に携わって
きました。スイカは雄物川町の特産品ですが、
１年中スイカを楽しむことができるようにした
いという気持ちから、このプロジェクトはス
タートしました。
　「すいかソフト」は、すいかジャムを使った
ソフトクリームです。雄物川小学校で育てられ
たスイカも使用しています。ほんのりオレンジ
色で、塩で炒ったスイカの種をトッピングして
います。試作では、甘くなりすぎないように、
ジャムの量を調整しました。また、スイカの種
が苦くならないように、炒る時間の調整もしま
した。市役所の方や地域の方と意見を交わした
り、すいかジャムの作り方を教えていただいた
りと、とても充実した活動になりました。
　６月25日に行われた「雄高祭」では、この
すいかソフトを販売しました。200個を目標に
していましたが、大変好評で、約300個のソ
フトを完売することができました。７月18日
には雄物川中央公園で開催される「おもフェ
ス」、８月８日には「ははは祭り」でも販売す
る予定です。「雄高祭」での勢いを止めること
なく、次のイベントでもたくさんの方に食べ
ていただけるように頑張りたいです。そして、
「すいかソフト」の知名度を上げ、横手市全
体だけでなく県内外に広く知られる新たな特産
品にしていきたいと思います。

「すいかソフト」の知名度を上げて
横手の新たな特産品にしたいです！
雄物川
高校
３年 ３年
柴田
弥
み ゅ う

悠さん
小松
千尋さん
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明
日
を
担
う
生
産
者
た
ち
の
思
い
を
探
る

農
に
生
き
る

夏
を
代
表
す
る
青
果
物
、
ス

イ
カ
―
。
当
Ｊ
Ａ
産
の
ス

イ
カ
の
出
荷
量
は
県
内
生

産
量
の
４
分
の
３
に
上
り
、
夏
ス
イ

カ
の
主
要
産
地
と
し
て
全
国
の
市
場

に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
シ
ャ
リ
シ
ャ

リ
し
た
食
感
と
さ
わ
や
か
な
甘
味
が

特
徴
。
全
国
の
消
費
者
か
ら
も
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
西
瓜
部
会
員
数
は

３
４
３
人
。「
栽
培
管
理
の
徹
底
」

と
「
誇
れ
る
ス
イ
カ
出
荷
」
を
念
頭

に
、
生
産
者
の
所
得
向
上
と
一
大
産

地
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
ス
イ
カ

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
新
し
い
命

　

雄
物
川
地
区
で
ス
イ
カ
を
栽
培
し

て
い
る
和
幸
さ
ん
は
、
28
歳
の
時
に

就
農
。「
高
校
を
卒
業
後
、
市
内
の

製
造
業
に
勤
務
し
て
い
た
が
、
い
つ

か
は
家
業
の
農
業
を
継
ぐ
」
と
決
意

を
胸
に
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の

き
っ
か
け
は
、長
男
の
誕
生
で
し
た
。

和
幸
さ
ん
は
、
26
歳
の
時
、
妻
の
千

春
さ
ん
と
結
婚
し
ま
し
た
。
当
時
、

佐
々
木
家
で
は
両
親
が
ス
イ
カ
80
㌃

と
水
稲
２
・
２
㌶
の
栽
培
し
て
い
ま

し
た
。
長
男
が
誕
生
し
て
生
活
環
境

が
変
わ
り
、
和
幸
さ
ん
は
就
農
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
次
男
の

誕
生
に
も
恵
ま
れ
、
現
在
は
６
人
家

族
。
繁
忙
期
に
は
バ
イ
ト
を
雇
い
な

が
ら
、
主
に
両
親
と
和
幸
さ
ん
の
３

人
で
家
族
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
々
木
家
で
は
、
出
荷
時
期
が
集

中
し
な
い
よ
う
に
望
む
市
場
の
声
に

応
え
て
、
す
ぐ
に
ト
ン
ネ
ル
栽
培
を

始
め
ま
し
た
。
定
植
時
期
が
４
月
20

日
頃
と
普
通
栽
培
よ
り
も
１
週
間
以

上
早
く
、作
業
分
散
も
で
き
る
た
め
、

栽
培
面
積
を
拡
大
に
も
成
功
。
現
在

は
、
１
㌶
の
圃ほ

場
に
和
幸
さ
ん
自
身

が
美
味
い
と
惚
れ
込
む
「
あ
き
た
夏

丸
」
を
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
消
費

好
き
な
ス
イ
カ
に
妥
協
な
し

信
頼
が
生
み
出
す
産
地
形
成

佐々木  和幸さん（43）
● 十文字

Kazuyuki Sasaki
生産品目：スイカ１ha
	 （トンネル栽培40a、普通栽培60a）
	 水稲2.7ha
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③

①②

④

者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
種
が
少
な
く
食

べ
や
す
い
ス
イ
カ
の
「
ア
カ
オ
ニ
」

や
小
玉
ス
イ
カ
の
「
チ
ッ
チ
ェ
」
に

も
取
り
組
も
う
と
意
欲
を
見
せ
ま

す
。

防
除
の
徹
底
で
高
品
質

　

和
幸
さ
ん
は
「
毎
年
異
な
る
気
象

条
件
に
対
応
し
、
高
品
質
な
ス
イ
カ

を
生
産
す
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
る
」と
話
し
ま
す
。
梅
雨
時
期
は
、

特
に
ス
イ
カ
が
病
気
に
な
り
や
す
い

の
で
防
除
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
、

摘
果
作
業
な
ど
に
励
ん
で
い
ま
す
。

「
常
に
ツ
ル
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

な
が
ら
、
圃
場
で
作
業
し
て
い
る
」

と
基
本
作
業
に
忠
実
で
す
。

　

そ
ん
な
和
幸
さ
ん
は
、
農
作
業
の

多
忙
の
中
で
も
青
年
部
の
仲
間
５
人

と
一
緒
に
食
育
活
動
も
し
て
い
ま

す
。
地
元
の
小
学
校
で
４
年
生
を
対

象
に
年
５
回
ほ
ど
、
ス
イ
カ
栽
培
の

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
食
育
の

中
で
、
子
供
た
ち
に
農
業
の
苦
労
と

収
穫
の
喜
び
を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
す
。

ス
イ
カ
栽
培
の
魅
力

　
「
ス
イ
カ
栽
培
は
短
期
間
で
す
。

需
要
期
も
限
ら
れ
、
価
格
が
上
下
し

ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
の
良
さ
と
怖
さ
を

秘
め
て
い
る
こ
と
が
魅
力
」
と
和
幸

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

信
頼
の
２
文
字

　

営
農
に
お
け
る
モ
ッ
ト
ー
を
「
消

費
者
に
も
生
産
者
に
も
信
頼
を
得
る

よ
う
な
農
家
」
と
話
す
和
幸
さ
ん
。

地
域
の
集
ま
り
や
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
、
和
幸
さ
ん
の
呼
び
か
け
に
応

じ
て
ス
イ
カ
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
仲

間
も
数
人
い
ま
す
。
毎
年
高
品
質
な

ス
イ
カ
を
作
り
続
け
る
と
い
う
信

頼
、
仲
間
か
ら
信
頼
さ
れ
る
技
術
指

導
。「
信
頼
」
の
２
文
字
が
ゆ
る
ぎ

な
い
ス
イ
カ
の
一
大
産
地
形
成
の
原

動
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①スイカの生育状態によって
収穫時期を区別するため、赤
や青、白などに色分けされた
目印棒を立てる　②余分な実
を摘果する作業を早期に行
い、秀品率を高める　③トン
ネル栽培の中の大玉スイカ。
今年も全国の消費者へ向け、
高品質なスイカの出荷が期待
できる

（撮影日6月28日）

④トンネル栽培のスイカから出荷が始まる。和幸さんの
圃場では7月22日からの出荷に向けて、玉回しなどの栽培
管理を徹底していく

▲両親との家族経営。収穫期には妻やバイトの手
も借りて一家で汗を流す
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我が家自慢の
レシピを伝授！

・糀
こうじ

（甘酒）／400g
・水／400㏄
　 ・粉寒天／1袋14g入×2
　  （棒寒天 2 本分）
　 ・水／800㏄
　 ・砂糖／100g

・金
き ん

時
じ

草
そ う

の葉／20枚
　 ・粉寒天／1袋14g入×1
　  （棒寒天 1 本分）
　 ・砂糖／80ｇ
　 ・塩少々【Ａ】

　

甘
酒
の
起
源
は
古
墳
時
代

に
遡

さ
か
の
ぼ

り
、「
日
本
書
紀
」
に

甘
酒
の
起
源
と
さ
れ
る
天あ

ま
の
た
む甜

酒ざ
け

に
関
す
る
記
述
が
あ
り
ま

す
。

　

甘
酒
は
冬
に
飲
ま
れ
る
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
俳

句
に
お
い
て
は
夏
の
季
語
と

な
っ
て
い
ま
す
。
甘
酒
は
体

力
回
復
に
効
果
的
で
、「
飲

む
点
滴
」
と
称
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に

は
夏
の
風
物
詩
と
し
て
甘
酒

の
行
商
も
存
在
し
、「
夏
の

栄
養
ド
リ
ン
ク
」
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

甘
酒
に
は
、
ブ
ド
ウ
糖
や

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、オ
リ
ゴ
糖
、

食
物
繊
維
な
ど
の
栄
養
素
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
冷
や
し

た
甘
酒
で
夏
バ
テ
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
！

レシピ
今月は

甘　酒

● 材料（ 4 人前）

①糀を洗い、電気釜に水400㏄を入れ３時間
保温して甘酒を作る（市販の甘酒を使用す
る場合は米麹100％のものを使用）甘酒が
できたら裏ごしする
②金時草をよく洗い、ゆで汁を400cc作る
③鍋に①の半分と【A】の材料の半分を入れ、
火にかけよく混ぜ合わせ、型に流してその
まま約30分かけて固める
④鍋に②のゆで汁と【B】の材料を入れて紫色
の寒天を作り、固まった③に流してそのま
ま約15～20分かけて固める
⑤残りの材料で寒天を作り、④に流して冷蔵
庫で固めたら完成！

【  甘酒寒天  】

　夏にぴったり涼しげな見た目で、ほ
んのり甘酒の風味を感じる福田さんの
寒天。寒天を入れる前に甘酒を裏ごし
してなめらかにすることで甘酒が苦手
な方でも食べやすい仕上がりに。甘酒
を糀から作る場合、長時間保温すると
変色するので注意が必要だそうです。
金時草のゆで汁は、ツルムラサキでも
代用可。福田さんは17㎝×20㎝四方
の型を使用していますが、どの器でも
ＯＫ！層をきれいに仕上げる秘訣は寒
天の固まり加減。人肌くらいに固まっ
たことを確認して寒天の層を重ねてい
きます。柔らかすぎると層の形が崩
れ、固めすぎると層同士がくっつかな
くなります。その日の天候にも左右さ
れるので寒天を作る際は「手早く、目
を離さずに！」がポイントです。

これからの季節にぴったりな寒天

レシピの紹介者

【金沢地区】
福田瀞子さん

⎧
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎩

発酵料理コンテストご当地グルメ賞受賞作品

【Ｂ】

⎧
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎩
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健康情報
「乳腺ドック」を始めました

平鹿総合病院　保健福祉活動室
清水　志

　当院では、４月から乳腺専門のドックとして「乳腺ドック」をスタートしました。

ドックの紹介をかねて、今回は乳房の検査についてお話します。	

　現在、自治体による乳がん検診は、40歳以上に２年に１回、マンモグラフィによ

る検査を行っています。乳房は母乳をつくって運ぶ乳腺と脂肪などから構成されて

いますが、マンモグラフィでは乳腺は白く写り、脂肪は黒く写るという特徴があり

ます。また、しこりや石灰化も白く写ります。	

　乳腺は閉経後から萎縮するため、閉経後では白く写る部分が比較的少なく、マン

モグラフィで「がん」が発見しやすくなります。一方で、乳腺が発達している方の

場合、マンモグラフィでは乳房全体が白く写り、「がん」が発見しにくくなります。

そのため、乳腺が発達している方では「超音波」による検査が有用です。	

　当院の乳腺ドックの検査内容は「マンモグラフィ」と「超音波検査」です。コー

スは３つあり、「Ａコース（マンモグラフィと超音波検査）」、「Ｂコース（マンモグ

ラフィ）」、「Ｃコース（超音波検査）」となっています。完全予約制で、検査はすべ

て女性スタッフが対応します。ご利用ください。	

　また、検診やドックは自覚症状のない方が、病気を早期に発見し、治療すること

を目的としています。気になる症状がある場合は、乳腺外科などの専門の診療科が

ある医療機関を受診してください。	
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管内で農業や農に携
わる若手をご紹介し
ます。

元気なお年寄りを
ご紹介します。

今回登場してくれたのは、
十文字、大雄、横手地区のみなさんです。

【十文字】　丹　貴
たか ふ み

史さん（34）

　来年の新規就農を見据え、県農業試験場のフ
ロンティア研修を受講して２年目を迎えた貴史
さん。試験場に通う一方で両親が営農している
水稲や食用菊、露地メロンの作業を弟と一緒に
手伝っています。農業を志したきっかけを、「長
年農業を続けている両親の姿や同世代が農業を
頑張っている姿を目の当たりにし、地元の人た
ちのつながりを感じて刺激を受けた」と話しま
す。妻の和歌子さんからの後押しと周囲の助言
で、切花の菊の栽培を学ぶ日々。「花を贈るこ
とは、人の気持ちに寄り添うことだと思う。花
に気持ちを乗せて届けていきたい」と語ります。
「地元で農業をすることは、自分が地元の風景
になることだと思う。少しずつ経験を積んでい
きたい」と意気込みを見せる貴史さんです。

地元での農業を志し、経験を積んでいきたい

　妻の之
ゆ き こ

子さんと結婚して50年の昭一さん。４月に
は金婚式を挙げるなど仲

な か む つ

睦まじいご様子。夫婦50
年の歩みを「今思えば良い思い出」と語ります。
　19歳の頃に出稼ぎを始め、運送業を経験。33
歳の頃に旧大雄村農協に入組。配送業務や倉庫業
務に従事しました。短歌作りや登山、妻とのグラ
ウンドゴルフなど数多くの趣味を持っています。
中でも36歳の頃から始めた短歌は2013、2014
年と２年連続で全県短歌大会において特選を受賞
するほどの腕前です。昨年から地域の老人クラブ
の会長を務め、さまざまな行事に顔を出し、多忙
を極める昭一さん。「大変だが、楽しんでいる」と笑
顔で話します。「継続は力なり」を心に、新しいこと
にも意欲的に挑戦しています。

「継続は力なり」で趣味を楽しむ

【大雄】　小田嶋　昭一さん（75）
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管内の学校の食と
農をご紹介します。

読者投稿型企画
写真募集

横手市立旭小学校
5年生　62人のみなさん
校長：高橋　晋先生

　旭小は６月10日、同校近くの圃
ほ

場で田んぼの
代かきを兼ねたドッジボールを行いました。ＪＡ
青年部横手支部が県南旭川水系土地改良区と共同
で米づくりの授業として開催している恒例行事
で、今年で19年目。児童たちは、全身泥だらけ
になりながら、白熱した試合を繰り広げました。
児童の一人は「田んぼの中は意外に温かかった。
素足に感じる土の感触が嫌だったけど、次第に慣
れてきた。ドッジボールは体育館で遊ぶより楽し
かった」と笑顔で話していました。試合の後に
は、ウナギの掴み取りにも挑戦。また15日には、
もち米「きぬのはだ」の手植えを行いました。

毎年恒例代かきドッジボール！

▲Ｓ・Ｍさん　平鹿町　夏至の夕日

▲Ｔ・Ｋさん　浅舞公園　あやめまつり

◇期　間　2016年４月～2017年３月10日まで
◇部　門　＜農に関する行事やその暮らし＞
　　　　　各地の農村行事や農作業の様子、またそ

れに係わる人々の表情などを募ります。
　　　　　＜管内の風景＞
　　　　　四季折々の美しい風景や厳しい自然の

様子などを募ります。
◇規　定　応募作品は未発表のものとします。人

物の肖像権など被写体に関する権利を
尊重し、応募者の責任で了解を得てくだ
さい。また、応募作品は今後の広報（掲
載・紹介）で使用させていただく場合が
あります。なお、作品はお返しいたしませ
んのでご了承ください。いただいた個人
情報につきましては本誌の編集以外に
は一切使用いたしません。

◇応　募　２Ｌ以上の大きさのプリントまたは
　　　　　当ＪＡホームページ
　　　　　（http://www.akita-furusato.or.jp/）
　　　　　からデジタルデータで応募ください。

①氏名②年齢③郵便番号④住所⑤電話
番号⑥撮影地と内容などを明記してく
ださい。

◇送り先　〒013-0036　横手市駅前町6-22
　　　　　ＪＡ秋田ふるさと　総務課　広報担当

管内の風景などの写真を募集します！

コンテストは年度末に実施予定！
組合長賞（１人）　　　　副賞・商品券３万円分
専務賞　（２人）　　　　副賞・商品券１万円分
広報担当賞（若干名）　副賞・商品券５千円分
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暗
い
世（
夜
）に

　
　

平
和
な
輝
き

　
　
　
　
　

満
天
の
星

大
和
谷　

タ
エ
さ
ん（
雄
物
川
）

●
今
月
の
最
優
秀
作
品

植
え
田
に
も

　

休
耕
田
に
も

　
　
　
　

星
は
降
る

　
Ｐ
．Ｎ
．ひ
ま
つ
ぶ
し
さ
ん（
雄
物
川
）

空
に
星　

　

川
で
は
ホ
タ
ル

　
　
　
　

競
い
合
う

　
Ｐ
．Ｎ
．小
田
ゴ
ム
長
さ
ん（
金
沢
）

親
子
孫

　

星
座
に
夢
中

　
　
　
　

夏
の
宵

　

阿
部　

昭
二
さ
ん（
増
田
）

鴨
泳
ぐ

　

青
田
の
上
に

　
　
　
　

天
の
川

　

小
松　

勇
一
さ
ん（
十
文
字
）

●
優
秀
作
品

今月のテーマ：『星』

応募作品数…20作品
■先の見えない不安な暗がりを照ら

してくれるかのごとき星々。考え
させられます。

管内の風景写真や自慢の逸品、珍品
野菜など、みなさんの「作品」を募
集しています。ご応募は当ＪＡホー
ムページにある専用フォームからお
寄せ下さい。（携帯からは、以下ア
ドレスへ）掲載者には、素敵なプレ
ゼントを差し上げます。
メール【wg-koho@akita-furusato.or.jp】

【６月号について】

●「農に生きる」の記事。地
元の農家さんの研究心と愛情
持った取り組みがわかり、毎月
楽しみにしているコーナーで
す。地消意欲がわきます。
	 ／増田　Ｅ・Ｎさん（62）

新しい試みを積極的に行うな
ど地域農業の牽

け ん い ん

引役を担う生
産者の皆さん。そんな生産者の
皆さんの思いをこれからも読
者の皆さんに伝えられるよう
努めていきたいです。

●クロスワードパズル今回は
30分で答えができました。
とっても嬉しいです。ＪＡの
みなさん身体に気をつけてが
んばってください。
	 ／十文字　Ｔ・Ｍさん（61）

●クロスワードパズル親子で
楽しく取り組めました！

	 ／雄物川　Ｓ・Ｍさん（52）

クロスワードパズル。できたと
きの達成感を味わうと楽しく
なりますね。担当も答えを伏
せて解けるかどうか試してい
ますよ。どしどしご応募くださ
い！

●川柳のコーナー。皆さんすば
らしい作品で毎回読むのを楽
しみにしております。
	 ／十文字　Ｔ・Ｓさん（62）

最優秀作品に選ばれた方には
記念品を進呈いたします。来月
のテーマは「花」。皆さんの素
敵な川柳のご応募もお待ちし
ております！

●レシピのコーナーが参考に
なります。身近な材料で手軽に
つくれるのが魅力！ゴボウつ
くね家族に大・好・評でした。
	 ／大森　Ｈ・Ｙさん（48）

●ゴボウ料理が苦手でしたが、
このつくねはおいしそうです。

私も作れるように挑戦してみ
ます。
	 ／金沢　Ｍ・Ｋさん（64）

お肉と野菜でかさ増しすると、
とても食べやすくなります。お
弁当のおかずにも良いかもし
れませんね♪

●地元の子供たちが地元の特
産物をＰＲすることで伝統食
のすばらしさに気づくことが
できて良かったと思います。
	 ／雄物川　Ｋ・Ｅさん（21）
　
中学生の皆さんが、販売体験を
行ったことをきっかけに、産品
への理解を深めて地元をもっ
と好きになってもらえたらと
思います。

楽しい川柳作品をお待ちしております。最優秀作品には、素敵な記念品を進呈！
【８月号のテーマ】「花」　【応募方法】ハガキに川柳作品（パズルにご応募の方はその
答えも）のほか、次頁下段の応募方法①～⑥をご記入の上、ご応募ください【応募先】
〒013-0036 横手市駅前町6─22 総務課　広報担当【応募締切】７月29日㈮必着
＜作品をご応募いただく皆さまへ＞　掲載された作品を横手かまくらＦＭにおいて随時
ご紹介させていただいております。作品と投稿者名（地区は除く）をご紹介しますの
で、ペンネームでのご紹介をご希望の方は必ず記載してください
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タテのカギ

■ 6月号の答え／ホタルガリ
■ 当選者
熊谷道子さん（金沢）
P.N.ピーちゃんさん（雄物川）
P.N.MOMOMOさん（雄物川）
■ 応募総数／53通
■ 正解者数／53通

【応募方法】
ハガキに ①答え ②住所 ③氏名（当選発表時にペンネームが
必要な方は別途記載してください） ④年齢 ⑤電話番号 ⑥当
誌を受け取った場所 ⑦今月の好きな記事とその理由 または、
当誌やJAへのご感想をご記入の上、下記までご応募くださ
い。なお、お寄せ頂いたご意見は「お手紙」のコーナーにて
ご回答させて頂く場合がございます。（①～⑦の項目は必須
となります）

【応募先】
〒013-0036横手市駅前町6-22 JA秋田ふるさと総務課・広報担
当（※応募はホームページからでもOK。トップページの「みな
さんの声と作品をお寄せ下さい！」バナーをクリック！）

【締　切】
　7月29日（金）当日消印有効

●応募方法　※川柳もこちら！

【解き方】全部の問題を解き二重枠の文字
を並べ替えると一つの言葉ができます。そ
れが答えです。

タニタ
でか見えプラスタイマー
（フレッシュグリーン）
３名さまにプレゼント！

５つのリズムを
選べ使い分けに
便利です！

※クロスワードパズルの各マス目の解答は、当ＪＡ
ホームページでご確認いただけます

1	 火を付けて一服
3	 ぬめりの強いきのこ
6	 カレーに添えることもあ

るインドのパン
8	 キャンドルからぽたりと

垂れます
9	 シャトルを打ち合う球技
12	 みそ汁の具に使われる二

枚貝
14	 金時、ウズラ、手亡とい

えば何の豆？
16	 考え事をする際に組む人

もいます
17	 明ければ夏本番
18	 もう着ない服が、──の

肥やしになっている
19	 行きはよいよい、──は

怖い

ヨコのカギ

1	 織り姫とひこ星が出会い
ます

2	 ジャズ──の演奏を聞き
に行った

4	 夕張産が有名な果物
5	 手のひらの裏側です
7	 平面は二次元、立体は──
10	 カタカタと布を縫います
11	 東京に住んでいる人のこと
13	 ──の塔は沖縄県糸満市

にある慰霊塔です
14	 親と子の顔が似る理由
15	 島根県の県庁所在地であ

る市
16	 カラオケに行って楽しむ

もの

今月の広報誌に答えの
素材が写っていますよ！
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理事会
だより

第14回ＪＡ杯組合員親睦
ゴルフ大会参加者募集！

ＪＡでは、組合員の皆さまとの親睦を図るた
め、標記大会を開きます。優勝者には豪華賞
品を進呈！ぜひご参加ください。

毎月第２土曜日は
ＪＡ金融共済土曜相談窓口へ

　当ＪＡでは、平日ご来店できないお客さま
を対象に、毎月「金融共済土曜相談窓口」を
開催しています。毎月第２土曜日午前８時
30分から12時にかけて、平鹿病院出張所を
除く各支店金融窓口で、貯金・融資・共済に
関する各種ご相談に応じます。ぜひご活用く
ださい。

【お問合せ】各支店まで

「歩こう会」雨天により
予定変更秋季開催に期待

　ＪＡ秋田ふるさと健康生き活き100歳プロ
ジェクトは６月16日、雄物川集出荷所で「歩
こう会inおものがわ」を開き、約80人が参
加しました。雄物川河川公園のウォーキング
を予定していましたが、雨天により予定を変
更。講演会や体操などを行いました。今秋に
も「歩こう会」を実施予定です。広報誌など
でお知らせいたします。ぜひご参加くださ
い。

ふれあいセミナーのお知らせ
野菜作り【秋～越冬編】

　ＪＡふれあいセミナーでは、ワンランク
アップの家庭菜園や秋まき野菜の特徴・注意
点などについて、㈱高井南茄園より講師を迎
え、野菜作り【秋～越冬編】を開催します。
初心者の方も参加できます。参加費は無料。
内容につきましては、回覧配布でも通知しま
す。ぜひ、ご参加ください。

●開催日時／平成28年９月２日㈮午前７時ス
タート　●場所／羽後カントリー倶楽部　●プ
レイ代／メンバー：6,700円、ビジター：7,500
円　●募集人数／200人・50組限定※定員
になり次第締切　●競技方法／18ホールスト
ロークプレイ・新新ぺリア方式　●お申込方法
／各支店にてお申込みください　●お申込み
締切／平成28年８月５日㈮

【お問合せ】ＪＡ秋田ふるさと総務課ゴルフ
大会事務局　電話番号／35-2634

●開催日／平成28年８月４日㈭　●場所時
間／横手支店午前９時30分～　十文字支店
午後１時30分～　●定員／各会場70人まで

（定員になり次第締切）　●お申込み締切／
平成28年７月29日㈮

【お申込・お問合せ】各営農センター生活担当まで
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理事会
だより 0.20.2年 %年 %

定期貯金（１年もの）キャンペーン金利

（税引後0.159%）

キャンペーン期間 平成28年キャンペーン期間 平成28年

月6/6
水8/31

ⓒちょリス

月6/6
水8/31

※数に限りがございますので、品切れの場合はご了承願います。
※お一人さまにつき１個とさせていただきます。

マグネットクリップ
スポンジ
いずれか１つプレゼント

【第3回定例理事会】

●報告事項第１号「平成28年
産米穀売渡委託契約数量集計結
果と出荷契約金申し込み状況に
ついて（「ふるさとｅｃｏらいす」
取組状況含む）」において、以下
のように報告されました。

（抜粋）
　平成28年産米穀売渡委託契
約数量は、生産者人数4,564人
において、契約数量合計（主食
用米・加工用米・政府備蓄米）
823,920.5俵となっています。
また、「ふるさとｅｃｏらいす」の
対象銘柄契約数（あきたこまち・
めんこいな・ひとめぼれ・ゆめお
ばこ）612,762俵のうち、該当契
約数量は608,148俵で、計画取
り組み率は99.2％になっていま
す。
　なお、出荷契約金入金日を７
月８日頃を予定しています。

平成28年6月29日開催
議案（抜粋）
■リスク管理債権処理方針につ

いて
■業務報告書及び連結業務報告

書の行政庁への提出について
■平成27年度決算監事監査 検

討・改善事項に対する回答書
について

報告事項（抜粋）
■農畜産物の生育及び販売状況

について
■秋田県農協労秋田ふるさと支

部の要求書について
出席理事数32名（32名中）

【7月の主要行事予定】
27日　定例理事会（平鹿支店）

お申込み・お問合せは 各支店・出張所まで
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編 集 後 記ＪＡの概況 Situation

JA通信

組合員数…………………… 17,558人

（正組合員）……………… 13,136人

（准組合員）………………… 4,422人

貯金………………… 907億9316万円

貸付金……………… 321億5188万円

購買品供給高………… 14億6607万円

販売品販売高………… 9億5573万円

共済保有高（保障）……4508億5843万円

（2016年5月31日現在）

　

さ
ま
ざ
ま
な
栽
培
講
習
会
を
取
材

す
る
と
自
分
で
も
栽
培
し
た
く
な
る

性
分
で
、
今
年
は
新
た
に
大
玉
ト
マ

ト
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ハ
ウ
ス
栽

培
で
は
な
い
の
で
雨
避
け
な
ど
の
苦

労
が
あ
り
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
多

分
順
調
で
す
。
ま
た
、
ニ
ン
ニ
ク
の

後
作
に
今
年
は
枝
豆
と
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
植
え
て
み
ま
し

た
。
枝
豆
は
、
日
本
農
業
新
聞
で
お

馴
染
み
の
東
京
農
業
大
学
グ
リ
ー
ン

ア
カ
デ
ミ
ー
講
師
福
田
俊
氏
の
「
お

ま
か
せ
菜
園
フ
ク
ダ
流
」を
参
考
に
、

「
摘
芯
断
根
育
苗
」（
根
と
芽
を
摘
む

こ
と
で
、
つ
る
ぼ
け
を
防
止
し
て
多

収
を
見
込
む
）
を
試
し
て
い
ま
す
。

ど
う
な
る
か
今
か
ら
収
穫
時
期
が
楽

し
み
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
か
）

　

夏
野
菜
が
食
卓
を
彩
る
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
陽
光
を
た
っ
ぷ

り
浴
び
て
育
っ
た
完
熟
の
ト
マ
ト
や

パ
リ
ッ
と
し
た
食
感
が
た
ま
ら
な
い

キ
ュ
ウ
リ
―
―
幼
少
期
か
ら
ず
っ
と

ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
を
お
や
つ
と
し

て
食
べ
て
き
た
ワ
タ
ク
シ
。
素
材
そ

の
ま
ま
で
食
べ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

味
噌
や
塩
を
つ
け
て
ガ
ブ
ッ
と
。
そ

し
て
、
ホ
ッ
プ
や
麦
が
使
わ
れ
て
い

る
シ
ュ
ワ
シ
ュ
ワ
し
て
い
る
飲
料
水

を
ク
イ
ッ
と
。
夏
の
醍
醐
味
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
き
）

　

昔
む
が
し
、
爺じ

さ

ま様
ど
婆ば

さ

ま様
ど
え
だ

け
ど
。
爺
様
、
山
さ
行
っ
た
ば
河
童

寝
で
ら
け
ど
。「
河
童
、
河
童
。
な

し
て
、
寝
で
ら
ど
ご
」
っ
て
起
ご
し

た
ば
、プ
ル
プ
ル
ど
震
え
な
が
ら「
あ

ん
ま
り
寒さ

ん
び
し
て
寝
で
ら
ど
ご

だ
。
爺
様
、
火
焚
い
で
暖
っ
た
め
で

け
れ
ば
、
俺お

ら
の
宝
物
け
る
」
っ
て

言
う
け
ど
。「
良え

ぇ
事ご

ど

聞
い
だ
」
ど

思
っ
た
爺
様
、
家え

が
ら
火
種
っ
こ
持た

ぎ
ゃ
で
き
て
柴
っ
こ
集
め
で
焚
い
で

け
だ
ど
。

　

爺
様
、
河
童
ど
ご
憐う

ど
さ
が
ね
や憫
し
て
三
日

続
げ
て
通
っ
た
ど
。三
日
目
、「
爺
様
、

爺
様
。
こ
れ
け
る
」っ
て
、小ち

っ
ち
ゃ

こ
い
袋
っ
こ
出
し
た
け
ど
。「
爺
様
、

こ
の
袋
っ
こ
さ
入ひ

や

っ
て
み
れ
。
何ど

ご処

で
も
、
自わ

あ分
の
見
で
ゃ
町
、
見
る
ご

ど
で
ぎ
る
が
ら
な
」っ
て
言
う
け
ど
。

爺
様
、
さ
っ
そ
ぐ
家
さ
戻
っ
て
寝
床

で
袋
っ
こ
さ
入
っ
て
「
大
阪
さ
行
ぎ

で
ぇ
」
っ
て
言
っ
た
ど
。
し
た
ば
、

そ
ご
さ
大
阪
の
町
、
現
れ
だ
け
ど
。

河
童
の
宝
物

大
阪
は
さ
す
が
商
人
の
町
、
行
き
交

う
人
々
の
威
勢
の
良
ぇ
事
。
丁
度
、

そ
の
日
は
天
神
様
の
お
祭
り
だ
っ
た

ど
。爺
様
、面お

も
し
れ白
し
て
、面
白
し
て
…
。

暫
ぐ
し
て
袋
っ
こ
が
ら
出
で
き
た
爺

様
、「
あ
あ
、
面
白
が
っ
た
。
こ
ん

た
面
白
れ
物お

の

、
誰
ど
さ
も
教お

し
ぇ
ら

れ
ね
ゃ
」
っ
て
、
寝
床
の
隅
っ
こ
さ

袋
っ
こ
し
ま
っ
て
、
ま
だ
、
山
さ
出

が
げ
だ
け
ど
。

　

何な

ぇ
も
知
ら
ね
ゃ
婆
様
、
台み

ん
じ
や所
で

夕
餉
の
惣し

や
つ
こ菜
に
南
蛮
味
噌
こ
し
ゃ
だ

け
ど
。
ん
だ
の
も
、
適や

ん
び
や当
だ
入
れ
物

ね
ゃ
し
て
困
っ
て
ら
け
ど
。
寝
床
さ

何
ぇ
が
ね
ゃ
べ
が
ど
思
っ
て
ゴ
ソ
ゴ

ソ
ど
探
し
て
だ
ば
、
小
っ
ち
ゃ
こ
い

袋
っ
こ
見
つ
け
だ
け
ど
。「
こ
り
ゃ

あ
、良え

ぇ
袋
っ
こ
見
つ
け
だ
」
っ
て
、

南
蛮
味
噌
入
れ
だ
け
ど
。

　

晩
に
な
っ
て
、爺
様
、山
が
ら
戻
っ

て
来
た
け
ど
。
ほ
え
ほ
え
ど
寝
床
さ

行
っ
て
み
だ
ば
、
袋
っ
こ
見
当
だ
ら

ね
ゃ
け
ど
。
顔つ

ら

で
ね
ゃ
顔
で
、
婆
様

さ
「
寝
床
さ
置
い
で
ら
小
っ
ち
ゃ
こ

い
袋
っ
こ
知
ら
ね
ゃ
が
」
っ
て
聞
い

だ
け
ど
。し
た
ば
婆
様
、「
あ
れ
だ
ば
、

南
蛮
味
噌
の
入
れ
物
ね
ゃ
し
て
借
り

で
ら
」
っ
て
言
う
け
ど
。
爺
様
、「
早

ぐ
出
せ
」
っ
て
急
が
す
な
で
戸
棚
が

ら
出
し
た
ば
、
味
噌
ど
唐
辛
子
で
こ

き
た
ね
ゃ
ぐ
な
っ
て
だ
け
ど
。爺
様
、

早ど
し
め
が急
し
て
堰
の
水
で
洗
っ
て
干
し
た

ど
。
乾
い
だ
な
で
寝
床
で
袋
っ
こ
さ

入
っ
て
「
江
戸
さ
行
ぎ
で
ゃ
」
っ
て

何
回
も
言
っ
た
ど
も
、
江
戸
の
町
は

現
れ
ね
ゃ
が
っ
た
ん
だ
ど
。

　

次
の
朝
方
、
こ
っ
早ぺ

し
ね
ゃ
ぐ
山

さ
行
っ
て
「
河
童
、
河
童
。
何な

ぇ
も

見め

ね
ゃ
ぐ
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
何な

し

て
だ
べ
」
っ
て
聞
い
だ
ば
、「
南
蛮

味
噌
ど
一し

と

ぢ緒
に
、
術
、
流
さ
れ
で
し

ま
っ
た
な
だ
」
っ
て
言
う
け
ど
。

　

ん
だ
が
ら
、
良え

ぇ
物
あ
る
時
は
独

り
占
め
さ
ね
ゃ
で
、
皆み

ん
な
さ
教

し
ぇ
ね
ゃ
ば
で
げ
ね
ゃ
ん
だ
ど
。

●
再
話
／
中
川
文
子
　
●
画
／
佐
々
木
愉
美
子


